
昨日から校内音楽会に向けてのクラス練習が始まりました。今年も新型コロナウイルス感

染症のこともあり、規模を縮小して行います。クラス発表は課題曲のみとなります。また、

マスク着用などのさまざまな制限もかかりますが、スローガン「駆けろ。コロナ禍から旋律の

時代へと」にあるように、自分たちにできることを最大限に行って、駆け抜けてほしいと思い

ます。歌が得意な人もいれば苦手な人もいます。一人ではできないけれど、友だちと一緒だ

からがんばれることがあります。友だちと協力するから成し遂げられることがあります。自

分の力、仲間の力を信じ、お互いに協力して助け合いながら、クラス練習をがんばってほし

いと思います。

クラス練習が始まるにあたり、みなさんに２つのことを言っておきます。１つ目は、素晴

らしい発表になるように、各クラスで「めあて」をもって練習に取り組んでほしいというこ

とです。「これくらいでいいだろう」と今の状態に満足することなく、よりよい発表になる

ように、自分たちで課題を見つけ、その解決に向けてみんなで考えて取り組むことが大切で

す。２つ目は、体育大会でも言いましたが、自分自身と周りの人への「○（マル）出し」を

しっかりとしてほしいということです。「〇〇さんの歌声は元気があっていいよね」「〇〇さ

んの歌声は大きくはないけどきれいだよね」「○○くんはクラスを盛り上げてくれるから、

みんなが明るくなるよね」・・・・・。練習では、お互いのよいところをたくさん見つけ出し、

「○（マル）出し」をどんどんしていきましょう。
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